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いると安心！
かかりつけ医

大学病院と密接な関係で
医療連携を推進する

かかりつけ医と
獨協医科大学
埼玉医療センター
との連携

リハビリテーション科

活動を育む
リハビリテーション
医療

初めての入院
不安＆疑問にお答えします！

特集



医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
入
院
前
の
患
者
さ
ん
の
状
態
を
正
確

に
把
握
し
、
治
療
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同

時
に
「
治
療
が
終
わ
っ
た
ら
早
く
退
院
し
て
自
宅
に
帰
り
た

い
」
と
い
う
患
者
さ
ん
の
希
望
に
も
お
応
え
す
る
た
め
、
入

院
用
ベ
ッ
ド
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
重
要
で
す
。
特
に
、
当
院

の
よ
う
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
る
大
規
模
病

院
で
は
、
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
医
療
の
質
を
担
保
し
つ
つ
、
順
調
に
患
者
さ
ん

を
退
院
に
向
け
て
ケ
ア
し
て
い
く
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

検
討
す
る
と
き
に
も
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
は
役
立
ち
ま
す
。

現
在
当
院
で
は
、
診
療
科
ご
と
、
疾
患
ご
と
に
何
十
種
類

も
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
ち

ろ
ん
入
院
さ
れ
る
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
ク
リ
ニ
カ
ル
パ

ス
が
適
応
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、「
胆
の
う
摘
出
手
術
」
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
う
ち
、

重
度
な
認
知
症
や
心
不
全
を
患
っ
て
い
る
方
な
ど
は
、
通

常
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
医
療
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
際
は
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
基
準
か
ら
除
外
し
て
、
そ

の
人
に
合
わ
せ
た
個
別
治
療
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
定
の
疾
患
ご
と
に
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
適
応
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
適
し
た
診

療
計
画
が
で
き
る
こ
と
も
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
導
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

導
入
の
メ
リ
ッ
ト

当
院
で
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
理
学

療
法
士
、
検
査
技
師
な
ど
の
多
職
種
が
集
ま
っ
て
ひ
と
つ
の

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
福
祉
士
も

参
加
し
、
患
者
さ
ん
の
視
点
で
「
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
難
し

い
医
療
用
語
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か
」「
患
者
さ
ん
が
理
解

し
や
す
い
内
容
や
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
」
な
ど
の
確
認
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
は
、
の
ち
に
患
者
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
利

用
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、「
治
療
の
過
程
が
イ
メ
ー
ジ

し
や
す
く
、
不
安
が
低
減
で
き
る
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
ら
退
院
で
き
る

の
か
、
退
院
し
た
後
に
ど
ん
な
症
状
が
出
た
ら
病
院
に
電
話

し
た
方
が
良
い
の
か
、
ご
自
身
の
状
態
や
退
院
後
に
注
意
す

べ
き
こ
と
へ
の
理
解
も
深
ま
り
ま
す
。

当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
向
け
て
自
信
を
持
っ
て
医
療
行
為

を
提
供
で
き
る
証
と
し
て
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
対
象
で
は
な
い
患
者
さ
ん
に
対
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
医
療
を
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

と
我
々
が
一
緒
に
治
療
に
向
か
う
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
の

で
、
当
院
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
を
実
際
に
使
わ
れ
た
方
は
、
ぜ

ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
院
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
つ
い
て

不安＆疑問にお答えします！
初めての入院

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
は
、
患
者
さ
ん
が
受
け
る

治
療
内
容
が
ま
と
め
ら
れ
た
診
療
計
画
の
こ
と

で
す
。
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
は
患
者
さ
ん
に
お
渡

し
す
る
も
の
と
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
用
の
2
種
類

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
用
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
に
は
、
患
者

さ
ん
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
態
で
、
ど
ん
な
治

療
を
行
っ
て
い
く
の
か
が
分
か
り
や
す
く
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
縦
軸
に

は
治
療
、
検
査
、
食
事
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
項

目
が
並
ん
で
い
て
、
横
軸
は
退
院
ま
で
の
期
間

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
旅
行
の
計

画
書
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
た
ら
分
か
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
用
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
は
、
患

者
さ
ん
の
ケ
ア
に
携
わ
る
医
療
関
係
者
全
員
が
、

電
子
カ
ル
テ
で
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認

で
き
る
計
画
書
で
す
。
導
入
す
る
目
的
の
ひ
と

つ
に
「
医
療
の
標
準
化
」
が
あ
り
ま
す
。
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
の
導
入
に
よ
り
、
す
べ
て
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
統
一
さ
れ
た
医
療
を
行
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
っ
て
？

総合患者支援センター長 
(クリニカルパス推進部門長 /
入退院支援部門長 : 総合診
療科 )
齋藤　登　先生

1986 年 　　　東邦大学医学部医学科　　卒業
1990 年 　　　東京女子医科大学大学院　修了

1994 年 5 月　東京女子医科大学 第二外科学 助手
2004 年11月　　　　　同　　　　総合診療科 講師
2005 年 4 月　　　　　同　　　　クリニカルパス推進室長
2008 年 8 月　　　　　同　　　　総合診療科 准教授
2016 年 4 月　獨協医科大学越谷病院（現在の埼玉医療センター）
　　　　　　　 総合診療科 教授
2019 年 6月　獨協医科大学埼玉医療センター 総合診療科 主任教授
　　　　　　　総合患者支援センター センター長
　　　　　　　入退院支援部門長・在宅医療部門長・クリニカルパス
　　　　　　　推進部門長・医療連携部門長・医療福祉相談部門長・
　　　　　　　がん相談支援部門長

初めてだと「入院中、どう過ごせばいいの？」と不安になりますよね。

多くの病院では、患者さん個々にあわせてスケジュール表を作成します。それがクリニカル

パスです。今回、このクリニカルパスについて、齋藤 登先生にお伺いしました。

入院される患者さんは様々な不安を抱えています。まずは患者さんの不安を受け
止め、コミュニケーションを図り、良好な関係を築くよう努めています。クリニカ
ルパスを活用することで、看護師は入院中の医療行為や看護援助の流れが把握し
やすくなります。患者さんにとっては、入院や検査、治療の流れがイメージしやす
くなり、不安の軽減が期待できます。患者さんが安心して治療を受け、退院でき
るよう支援をすることが看護師の大切な役割です。

患者さんの安心のために

茂木　優季さん
看護師

YouTubeでは今回の
インタビュー動画を配信中！
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日頃の診療や健康管理をしてくれる

身近なお医者さん“かかりつけ医”。

体のちょっとした症状が気になるときや、

健康診断で異常な数値が出たときなどに

大変頼りになる存在です。

イザというときのかかりつけ医、あなたはいますか？

入退院の流れ
外　　来

入 院 前

入 院 中

退院準備

退 　 院

入院当日

診療科にて入院決定し、入院日が決まります。クリニカルパス対象疾患の場合
には、患者用パスをお渡しし、入院中の生活や治療計画等をイメージし、準備
した上で入院に臨めます。

看護師、薬剤師、栄養管理士、理学療法士、社会福祉士など多職種が患者
さんとの面談を通じ、様々な情報収集に努め、入院前に病棟看護師と共有します

（入院生活の説明、服薬中の薬剤確認、入院前に利用していた介護・福祉サー
ビスの有無等）。

検査・手術等の治療と並⾏して、患者さんやご家族が思い描く退院後の生活を実
現できるように、多職種で入院早期から退院に向けた支援⽅針を協議します。
協議した支援⽅針は書面にて患者さんやご家族に提⽰します。

支援⽅針に基づき、退院後安⼼して生活が送れるよう必要なケアの指導や在宅
でのサービス利用調整など、患者さんに合わせた具体的な退院支援を多職種
で実施します。必要に応じて地域の関係機関とも連携をします。

主治医の判断で
退院となります。

入退院受付にて、手続き後、病棟へ

私たち社会福祉士は、病院の病棟専従スタッフではありますが、医療的な
視点ではなく、出来るだけ入院される患者さん側の視点に立つ必要がある
と考えています。患者さんが今までどのように生活されていたのか、その
生活背景を把握した上で、入退院支援を行うことが重要です。「誰のため
の支援なのか」を見失わずに、地域と密な連絡調整を行いながら患者さん
を支えていくことが、社会福祉士として最も大切なことだと思います。

入院前から退院後まで
安心な療養生活をサポート

入退院支援部門

入退院支援部門では、患者さんの情報を入院前に入手し、問題

解決や退院後の支援に向けて早期に着手し、退院調整及び居宅

療養支援を通して、その方らしい療養生活をサポートします。

清⽔ 博⼈さん
医療ソーシャルワーカー

入退院支援部門へのご相談窓口は、10 ページをご参照下さい。

地域の保健・医療・福祉機関と連携しながら支援します

入院に関する詳細は、下記ＨＰをご参照ください。
https://www.dokkyomed.ac.jp/hosp-s/hospitalization/
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あなたの街の
クリニックへ

受診

獨協医科大学埼玉医療センター
での専門的な検査、手術、治療

日 常 診 療

ちょっと
　お腹が痛くて・・・

重篤な患者に対して検査、手術を提供してくれる。
かかりつけ医と連携して、より良い治療方針を提案してくれる。

特長
じっくり診察してくれる。
日常の健康管理についてアドバイスをくれる。
検査・手術などが必要なとき、適切な病院を紹介してくれる。

特長

それぞれの特長  を理 解しよう

分かりました！

Ａさんを
ご紹介しますので

お願いします

紹介元  の医院へ
ご   報 告

Ａさん の
治療は・・・ なるほど、

では…

いると安心 !
かかりつけ医

かかって安心！
かかりつけ医と中核病院との連携

知ってて   安心 !　
  かかり　つけ医と
中核病院　の特長 　

中核病院
治療が難しい病気でも、高い技術を持った
専門医に診てもらえるのが中核病院です。
しかし、いきなり中核病院を訪れると、診察
まで長時間待ったり、選定療養費がかかった
りします。

あなたのことを良く知っていて、いざとい
う時に中核病院の専門医を紹介してくれま
す。日ごろから気軽に相談できる“かかり
つけ医”を持つことが安心につながります。

だから、かかりつけ医の
紹介が必要なんだ

患 者

かかりつけ医
（クリニックや医院など）

かかりつけ医と獨協医科大学埼玉医療センターが
連携して、地域医療に貢献します。

大学  病院へ
ご   紹介

獨協医科大学埼玉医療センター

地域
医療の
３つの安心
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活動を育むリハビリテーション医療

患者さんの早期退院、早期社会復帰を目指して医師、

看護師、療法士（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）、

メディカルソーシャルワーカー、医師のサポートをするクラー

ク、秘書など、多職種と連携を取りながら、患者さんへのリ

ハビリテーション治療を進めていきます。多職種が関わる

ため、他の科との定期的なカンファレンスなど、患者さんの情

報交換や情報のアップデートを行う場をとても大切にしてい

ます。

様 な々事情を抱え、リハビリテーション治療に前向きにな

れない患者さんには、しっかりと寄り添いながら、まずは前

向きな気持ちを持ってもらうところからスタートします。患

者さんの希望を尊重しながら、少しずつ目標へ近づけられ

るようにお手伝いするのが我々 の使命だと思います。

当
院
は
埼
玉
県
東
南
部
の
中
核
と
な
る
病
院
で
、
多

く
の
急
性
期
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
当
科
の

役
割
は
、
急
性
期
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
く
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
、
重
症
な

患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
各
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
わ

せ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
進
め
て
い
ま
す
。

従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
は
、
機
能
を
回

復
す
る
、
障
害
を
克
服
す
る
こ
と
と
捉
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ

つ
、人
の
営
み
の
基
本
と
な
る
「
活
動
」
を
育
む
こ
と
、

と
い
う
プ
ラ
ス
の
思
考
で
捉
え
る
考
え
方
に
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
手
術
な
ど
で
活
動
性
低

下
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
患
者
さ
ん
で
も
、
活
動
性
を

落
と
さ
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

病
気
や
ケ
ガ
の
状
態
は
、
患
者
さ
ん
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
我
々
は
、
各
患
者
さ
ん
の
活
動
の
予
後
を

診
断
し
、
早
期
退
院
、
早
期
社
会
復
帰
を
目
指
し
て
、

最
善
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
治
療
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

個
々
の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
提
供
し
ま
す

理学療法士

セラピスト

多職種が関わり、
早期の社会復帰を
めざします

脳血管疾患や神経難病の患者さん、
整形外科疾患の⽅に対して、立位・歩⾏
の安定を目指します。

作業療法士
将来の生活を見越した⼼とからだの基本的な
機能改善を援助します。新たな機能低下を予
防し、その人らしい生活の獲得を目指します。

言語聴覚士
言語や聴覚、発話、飲み込みなどの機能
に障害がある人に対して、機能の維持
向上を図るための訓練を⾏っています。

PICK UP ロボットスーツHAL®

県内初の導入で先進的なリハビリテーション支援を

下肢に障がいがある方々や、脚力が弱くなった方々を対象に
した医療機器です。普段では負担がかかり困難な日常動作で
も、HAL®のアシストがあることで様々な動作の練習を行う
ことができます。脳からの信号により、装着者の下肢関節動
作をアシストします。当院は、埼玉県内で初めてHAL®を導
入した治療を行っています。

リハビリテーシ
ョン科

設備
紹介

リハビリテーション室 3職種小児リハビリテーション医療 ⼼臓リハビリテーション治療
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Doctors’ words

▶ 次号 予 告　　　　　　 第 5 号　2022 年 4 月発⾏予定

「乳がん」ってどんな病気？
女性に最も多いがんのひとつで、患者数は年々増加しています。しかし早

期発見・治療で、約9割が治る病気といわれているため、定期的にがん検

診を受診することが大事です。次号では、この「乳がん」について乳腺科

の先生にお伺いします。

※内容は変更になる場合がございます。

発⾏  獨協医科大学埼玉医療センター
〒 343-8555
埼玉県越谷市南越谷 2-1-50　

TEL： 048-965-1111（代）
　　　048-965-1147（総合患者支援センター）

https://www.dokkyomed.ac.jp/hosp-s/

制作　株式会社メディア・プラン
http://www.media-plan-tokyo.co.jp/

獨協医科大学埼玉医療センター　地域連携広報誌
まも るが かり

▶総合患者支援センター医療連携部門のご案内

※ご紹介状をお手元にご準備の上、ご連絡をお願いします。

業務時間
（病院休診日を除く）

平　日
土曜日

（第 3 週を除く）

午前 9 時 00 分
　　～ 午後 5 時 00 分

連絡先 電 　 話  048-965-1147（直通）

総合患者支援センター長
(クリニカルパス推進部門長/
入退院支援部門長 : 総合
診療科)齋藤 登

ご紹介状をお持ちの患者さんは、
初診の予約ができます。
獨協医科大学埼玉医療センターでは、
初診時の外来待ち時間を短縮するために、
ご紹介状をお持ちの患者さんより、
お電話にて予約受付を⾏っております。

ご案内

地
域
医
療
機
関
と
情
報
共
有
・
連
携
を
図
り
、

様
々
な
ご
相
談
に
対
応
し
ま
す

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、
診
療

予
約
取
得
の
お
手
伝
い
、
そ
の
診
療
結
果
を

紹
介
元
に
報
告
す
る
と
い
っ
た
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

医
療
福
祉
相
談
部
門	

専
門
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
心
理

的
・
社
会
的
な
問
題
に
対
す
る
解
決
・
調
整

援
助
、
社
会
復
帰
に
対
す
る
援
助
、
経
済
問

題
に
対
す
る
解
決
・
調
整
援
助
等
の
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。。

 
在
宅
医
療
部
門	

入
院
患
者
さ
ん
や
通
院
患
者
さ
ん
を
対
象

に
、
自
宅
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
に
お
い
て
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

 

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー	

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
相
談
者
に
、
科

学
的
根
拠
と
が
ん
専
門
相
談
員
の
実
践
に
基

づ
く
信
頼
で
き
る
情
報
提
供
を
行
い
、
そ
の

人
ら
し
い
生
活
や
治
療
選
択
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
い
た
し
ま
す
。

 

入
退
院
支
援
部
門	

入
院
患
者
さ
ん
の
情
報
を
入
院
前
に
把
握

し
、
問
題
解
決
や
退
院
後
の
支
援
に
向
け
て

早
期
に
着
手
し
、
退
院
調
整
及
び
居
宅
療
養

支
援
を
通
し
て
そ
の
方
ら
し
い
療
養
生
活
を

サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
推
進
部
門	

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
（
病
気
ご
と
に
治
療
や
検

査
、
看
護
ケ
ア
な
ど
の
内
容
及
び
診
療
計
画

を
一
覧
で
き
る
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
）
を

用
い
た
診
療
を
お
受
け
に
な
る
た
め
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
運
用
支
援
を
行
い
、
安
全
で
適
切

な
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
に
つ
な
が
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
医
療
機
関
か
ら
、
診
察
依
頼
の

F
A
X
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◀地
域
連
携
枠
で
該
当
診
療
科
の
予
約
を
取
り
ま
す
。

◀受
診
日
に
専
用
窓
口
で
受
付
を
し
ま
す
。

※
ま
ず
地
域
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
、
専

門
的
な
診
療
が
必
要
と
判
断
さ
れ
て
、
当
セ

ン
タ
ー
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
な
流

れ
で
す
。

※
い
っ
た
ん
地
域
の
医
療
機
関
に
戻
ら
れ
た

後
、
改
め
て
紹
介
さ
れ
て
受
診
さ
れ
る
場
合

に
も
、
同
様
に
地
域
連
携
枠
で
の
予
約
を
取
っ

て
頂
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
地
域
連
携
枠
の

予
約
が
な
く
て
も
受
診
可
能
な
診
療
科
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
待
ち
時
間
で
ご
負
担
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
宛

の
紹
介
状
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
ご
予
約
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。

病
歴
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
、
日

常
生
活
様
式
、
現
在
の
体
力
、
常
用
さ
れ
て

い
る
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
食
べ
物
な
ど
の

嗜
好
、
ご
家
族
や
ご
家
庭
の
環
境
、
か
か
り

つ
け
医
の
情
報
、
介
護
保
険
の
有
無
な
ど
、

数
多
く
の
情
報
を
診
療
の
た
め
に
セ
ン
タ
ー

内
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
院
前
に
把
握
し
て
解
決
が
必
要
な
問
題
が

あ
れ
ば
早
期
に
着
手
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

入
院
後
の
治
療
を
早
期
に
円
滑
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

入
退
院
支
援
部
門
で
は
、
看
護
師
と
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
医
療
機
関
と
連

携
を
取
り
、退
院
・
転
院
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
を
行
う
在

宅
医
療
部
門
と
も
連
携
し
、
退
院
調
整
や
居

宅
療
養
な
ど
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

外
来
受
診
や
入
院
に
関
す
る
不
安
、
医

療
費
や
生
活
費
に
つ
い
て
の
相
談
、
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
関
す
る
相
談
、
介
護

保
険
・
社
会
保
険
・
社
会
保
障
等
各
種
公

的
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
、
退
院
後
の
療

養
先
・
転
院
・
在
宅
医
療
に
つ
い
て
の
相
談
、

が
ん
に
関
す
る
相
談
、
そ
の
他
院
内
設
備

や
医
師
・
看
護
師
・
技
師
等
当
院
職
員
に

対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
、
様
々
な

ご
相
談
や
ご
意
見
を
お
受
け
し
ま
す
。
患

者
さ
ん
及
び
ご
家
族
の
ご
相
談
の
内
容
に

応
じ
て
各
関
係
部
署
と
連
携
し
解
決
に
向

け
支
援
い
た
し
ま
す
。

総
合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
連
携
部

門
、
医
療
福
祉
相
談
部
門
、
入
退
院
支
援
部
門
、

在
宅
医
療
部
門
、
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
推
進
部

門
及
び
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
成
り
、

患
者
さ
ん
や
地
域
医
療
機
関
の
立
場
に
立
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
当
院
の
入
退
院
患
者
数
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
年
間
約
２
０
，
０
０
０

件
を
超
え
る
入
退
院
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

P
a
t
i
e
n
t 

F
l
o
w 

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

（
P
F
M
）
に
よ
る
入
退
院
支
援
の
強
化
並
び
に
円

滑
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
患
者
さ
ん

の
退
院
後
に
ま
つ
わ
る
継
続
し
た
医
療
支
援
等
は

当
院
の
み
な
ら
ず
、
地
域
医
療
機
関
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

当
院
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
問
題
の
解
決
を
医
療
・
保
険
・
福
祉

等
の
有
機
的
連
携
に
よ
っ
て
進
め
、
当
院
へ

患
者
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
地
域
医
療
機

関
と
の
密
接
な
連
携
、
患
者
さ
ん
及
び
ご
家

族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
の
確
保
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
推
進
に
日
々
努
め

て
お
り
ま
す
。

 

医
療
連
携
部
門	

近
隣
の
医
療
機
関
（
か
か
り
つ
け
医
）
か
ら

総
合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

2
．
入
院
前
の
情
報
共
有

3
．
退
院
、
転
院
に
向
け
て
の
支
援

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
窓
口
と
し
て

1
．
初
め
て
当
セ
ン
タ
ー
を

 

受
診
さ
れ
る
際
の
流
れ

各
部
門
の
業
務
内
容

初めての入院　
不安＆疑問にお答えします！
●「クリニカルパス」とは？

●患者さんにとって「クリニカルパス」を用いるメリット

●ご家族にとっての「クリニカルパス」とは

●「クリニカルパス」はどのように作られるか

●患者さんやご家族へのメッセージ

今号の特集、「初めての入院　不安＆疑問にお答えします！」は齋藤登先生に
インタビューしました。YouTube の動画で見ることができますので、ぜひご覧ください。

コンテンツ

YouTubeでインタビューを
見てみよう！

？

こちらのQRコードを読み込んでご視聴ください。
配信は予告なく終了となる場合がございます。

2P
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獨
協

医
科
大

学
埼
玉

医
療
セ
ン
タ
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地

域
連

携
広

報
誌

　
　

　
　

　
　

　
 
 
第

4
号

　
2
0
21

年
5
月
発

行
発
行
　
獨
協
医
科
大
学
埼
玉
医
療
セ
ン
タ
ー
　
総
合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

獨協医科大学埼玉医療センター
〒343-8555 埼玉県越谷市南越谷 2-1-50  TEL：048-965-1111（代）

至新松戸

南越谷駅
新越谷駅

至南浦和

旧国道4号線
（県道足立越谷線）

JR武蔵野線

至春日部

至北千住

獨協医科大学
埼玉医療センター東

武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン

東武スカイツリーライン　新越谷駅下車徒歩３分

ＪＲ武蔵野線　南越谷駅下車徒歩３分

アクセス

常に研鑽し患者の信頼にこたえる

理念

■ 開 設 年 月 昭和 59 年 6 月

■ 許 可 病 床 数 923 床

■ 診 療 科 名 糖尿病内分泌・血液内科、呼吸器・アレルギー内科、 
消化器内科、循環器内科、腎臓内科、脳神経内科、 
小児科、放射線科、総合診療科、外科、乳腺科、 
整形外科、心臓血管外科、呼吸器外科、産科婦人科、
眼科、耳鼻咽喉科、脳神経外科、泌尿器科、形成外科、 
救急医療科、麻酔科、集中治療科、こころの診療科、
皮膚科、リハビリテーション科

■ 診療受付時問 午前８時３０分～１１時３０分
（但し、腎臓内科、脳神経内科、小児科、整形外科、
産科婦人科については変更なく、従来どおり午前８時
３０分～１０時３０分となります）

■ 休 診 日 日曜、祝日、第 3 土曜日、開学記念日（4 月 23 日）、
年末年始（12 月 29 日～1月 3 日）

■ 面 会 時 間 全日（12：00 ～ 20：30）

病院概要

“笑顔”がつなぐ患者さんとの
ふれあいの時間を
大切にしています

初めての入院
不安＆疑問にお答えします！

特集


